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研究成果の概要（和文）：女性医師の継続就労には、子育て支援、労働環境改善が不可欠だが、自分に適する支援策の
ある病院・診療所を探して勤務することは困難である。そこで病院毎・診療科毎の支援策カタログ（一覧）を作成すれ
ば、女性医師に適した支援（院内 24 時間保育、病児保育、他）のある認定修練施設を選択でき、継続就労を可能にし
、認定医・専門医を取得できる優れた方策となり得ると考え調査研究を行った。

研究成果の概要（英文）：Japan ranks low in the global gender gap index. Academic promotion is difficult 
for women doctors, and the leaky pipeline of women doctors is evident in academic medicine. The Japan 
Surgical Society (JSS) has 2,874 (7.2% of total membership) female members as of April 2014. The total 
number of councilors in JSS has increased, but there is still only one female member on the Council. The 
fact that there are so few women in decision-making positions makes it challenging to fight for equality. 
The Japanese Association of Medical Science (JAMS) is an association with exclusive institutional 
membership comprising the major medical societies in Japan, and currently has a membership of 122 
specialist medical societies. It is essential to have at least one female committee member in each 
committee of the JAMS, which would provide opportunities to establish career paths for women doctors, to 
make rules that suit the lifestyle of women doctors, and to improve work-life balance.

研究分野：病院管理学
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１．研究開始当初の背景 
 昨今、我が国では医師不足、医療崩壊が深
刻化しており、現有資格者である女性医師の
社会活用を促すことが緊急の課題である。医
科大学の同窓会調査では医療界において男
女の就労格差があり、女性医師への労働衛生
対策が遅れていて、働きやすいと感じる女性
医師の割合は男性医師よりも少なかった。女
性医師を支援する法律には、男女雇用機会均
等法、労働基準法、育児・介護休業法、次世
代育成支援対策推進法、などがある。権利は
求めないと得られない。また、労働基準法で
決められた産前産後休暇の取得についても、
職場には制度を活用できる雰囲気がなく、周
囲に迷惑がかかるため活用しにくい現実が
指摘されている。さらに、事業者向けに女性
医師が働きやすい職場作り目的の事業に助
成金があるが、誰が費用を負担するのかが課
題になっている。 
2010 年に日本外科学会代議員の施設にお
ける女性勤務外科医師に関して調査を行っ
た（日外会誌、2011;112(5):349）ところ、
院内 24 時間保育や病児保育がある施設であ
っても、その施設に勤務する代議員が支援策
を知らない事例が多発していた。今ある財源
を有効活用し支援策を最大限に活用するに
は教育と周知が欠かせないことが明らかに
なった。女性医師の継続就労支援により、能
力を発揮できる環境に変えられる可能性が
ある。そして、能力や成果に基づく公正な評
価を徹底することにより、女性医師の労働意
欲や能力を発揮できる。｢豊・楽・快｣を尊重
し、いかに気分よく働いてもらうかを考える
時代になった。それには発想を転換し、支援
策を新たに提案するのではなく、今、存在す
る支援策を最大限に活用することを提案し
たい。 
 
２．研究の目的 
 本邦では女性医師の7割は男性医師と結婚
する。近年、若い女性医師が増加しているが、
仕事と家庭の両立が難しく、女性医師の 7割
が離職している。さらに、女性医師では認定
医・専門医の取得率は男性医師に比べて低く、
復職しにくい。支援策が多種多様に存在して
も女性医師が個々の施設に問い合わして情
報を得なくてはならず、十分に活用できてい
ない。また職場側が支援策を認識していない
ことがある。 
本研究課題では、女性医師の継続就労支援
を目的に、学会認定修練施設である病院・診
療科の労働環境改善、育児支援、等の支援策
カタログ（一覧表）を作り、支援策があるこ
とを周知し、女性医師がそのリストから自分
の求める支援策がなるべくたくさんある施
設を選び、自分の求める/適する支援策のあ
る施設で継続就労することを可能にする。本
研究では、支援策を抽出し、活用率を上げる
対策を提案し、女性医師の継続就労を向上す
ることを目標にする。旧来からの方法である

「支援をこれから作る」ではなく、施設長が
できると報告しているハードおよびソフト
の両面から新しい支援スタイルを開発･改良
し、今ある支援を最大限利用し、効率の良い
方策を取ることである。この研究は、将来の
新しい女性医師支援形式への発展を目指し
た高機能化への基礎ともなりえ、女性医師の
社会での活躍に大いに貢献するものである
と考える。科研費の交付を希望する期間には、
継続就労支援に加えて今後重要になるリー
ダーシップ、メンターシップ、ロールモデル
の育成などの女性医師関連の調査をも行う。
女性医師自身が支援を選択し、周りの施設は
支援を見習って、支援策を増やすところまで
を成し遂げたい。 
 
３．研究の方法 
平成 24 年度には【１】、【２】、【３】を、平
成 25 年度には【４】、【５】平 成 26 年度に
は【５】、【６】を行う予定でありとし、3 年
間で研究を完成させることを希望した。 
【１】日本において成功している女性医師支
援の調査 2011 年  
１）子育て支援：24 時間保育、学童期支援、
男性の育児休暇、保育園の手配、公務 
２）継続就労支援:医学会･医師会、都道府県、
勤務形態に柔軟性を持たせる 
３）復職支援:女性医師バンク、生涯教育、
窓口、復帰プログラム、アドバイザー制度 
４）学会の支援：評議員、委員の構成に女性
を、専門医取得･更新時の配慮･取り扱い、下
部組織と外部団体。学術集会にてセッション、
シンポジウムの企画、学会託児所。 
５）女性医師支援/男女共同参画：授業、セ
ミナー、キャリアパス 
 
【２】継続就労対策調査 
１）ハードとソフトの整備（国立がんセンタ
ー）：ハードの整備［24 時間保育所、病児保
育所の整備、当直室の整備、人材確保のため、
アメニティの充実］とソフトの整備［短時間
正規雇用、育児休暇の整備、］子育て中には
個々のニーズに柔軟に対応できる就労制度
を整備することで、女性外科医の外科のブラ
ンクをなくす。男性医師や、子供を持たない
女性医師に不公平感を持たせない。育児休暇、
産休を取得する負い目を無くす。職員のやる
気。 
２）女性医師支援制度と女性医師再教育事業
（足利赤十字病院）：職場環境改善を目指す。
キャリアを中断せずに働けるようにハード
およびソフト面の整備。女性医師の当直、出
産前後の優遇育児休暇、育児後の復職支援制
度、託児所の併設、専用ロッカー・当直室等
の整備。 
３）支援する立場を明確にした取り組み（新
潟県立病院）：育児の各段階に応じた勤務態
勢、社会資源（保育所、他）の活用、同僚が
支援しやすい（支援者を支援、支援者を納得
させる給与制度）、女性医師支援についての



組織的取り組みの見直し。 
 
【３】全国医学部・医科大学病院における女
性医師支援調査：日本の医学部・医科大学は
80 あり、学部長・学長・病院長に、大学病院
での院内 24 時間保育/病児保育/一時緊急保
育の工夫などをアンケート調査する。また、
「代替医師」がいないとしわよせが残りの医
師に来るため、病院全体で産休・育休をとっ
た医師数、看護師、薬剤師、臨床工学技士の
1 年間の数を調査し、代替医師の数を試算す
る。 
 
【４】医学会分科会の女性医師支援状況調
査：医学会分科会の学会において日本外科学
会女性外科医支援委員会の 2008 年アンケー
ト調査の 3年後の調査を行う。女性医師支援
組織の有無、男女共同参画事業の内容、女性
会員数の把握と人数、女性評議員・理事数の
改善度、女性医師/会員支援委員会の開催回
数。委員会の URL の有無、学術集会での女性
医師支援のセッションの企画の有無。認定医、
専門医などの更新の留保条件の改善度（留学、
妊娠・出産が条件か。今後、介護も留保条件
になる可能性）、学会託児所設置（実際に利
用しなくても学会の姿勢が現れる）。 
 
【５】学会認定修練施設支援カタログ 
１）支援策カタログ（一覧）に必要な項目の
抽出：仕事と家庭の両立に配慮した就業環境、
出産育児に関して、スムーズな臨床現場復帰
に配慮した環境、 
 
２）医学会分科会の学会認定修練施設の調
査：調査を行う学会は女性医師が多く、認定
医・専門医制度があり、認定修練施設の名前、
住所、修練責任者の名前が公表されていて、
学会事務局の協力が得られるところを選ぶ。
調査はメールにアンケート用紙を添付して
行う。 
1) 病院幹部、管理職の女性医師数 
2) 仕事と家庭の両立に配慮した就業環境
〔時間短縮勤務制, 勤務日短縮（週３
日・４日勤務の常勤など）, パートタイ
ム制, フレックスタイム制, チーム制
による診療, 当直の免除・軽減, オンコ
ールの免除・軽減, 院内保育園の完備, 
提携(院外)保育園の調整・手配, 院内
24 時間保育可能,病児保育の完備,ベビ
ーシッター費用の補助,産後原職復帰へ
の配慮,育児休業中の給与を保障,男性
の育児・介護休暇取得促進,時間外勤務
手当の充実,ハラスメント対策,他〕 
3) 出産育児に関して、スムーズな臨床現場
復帰に配慮した環境〔個々の経験に配慮
した手術トレーニング,指導医のバック
アップのもとに行う診断・診療業務,専
門性を活かした技術の習得,専門的な知
識の習得,院内カンファレンスへの参加
促進,カンファの時間帯の配慮（例：夕

方・早朝は避けるなど）,学会・研究会
参加への理解・協力,論文執筆のための
環境整備,専門医取得のための配慮,図
書館の整備,文献検索・インターネット
アクセスの整備〕 
4) 外科として上記以外に女性医師の勤務
継続に関して配慮・支援をしていること 
5) 実際に支援体制を利用しながら外科勤
務を続けている女性勤務医師はいる
か？ 
6) 前記で「いる」場合、周囲の同僚医師の
意見、反応は？ 

 
３）学会認定修練施設・病院の女性医師支援
カタログ作成・公表 
日本女性外科医会が行、アンケート調査
2011 年 5月にホームページに掲載した「日本
外科学会代議員の施設における女性勤務外
科医師に関する調査報告書」（日外会誌、
2011;112(5):349 ） 
http://jaws.umin.jp/pdf/JAWS_report_v12
.pdf と同様に公表する。 
 
４）学会認定修練施設・病院の女性医師支援
カタログの評価：使い勝手を日本女性外科医
会の会員 160 名の意見を聞く。 
 
【６】外国における女性医師支援調査：外国
でのキャリアデザイン、ネットワーク作り、
メンターの探し方などの取り組みを文献、報
告書、Web、報告書、他を用いて調査する。
特にフルタイムを可能にする因子、子供の数、
年齢、ルール作りなどに重点をおき調査する。 
 
４．研究成果 
【１】日本において成功している女性医師支
援の調査 
 子育て支援、続就労支援、復職支援、学会
の支援、男女共同参画などを調査し、学術集
会などで報告した（学会発表 Ref. 1, 2, 6, 9-12 
& 16）。 
 
【２】継続就労対策調査 
 女性医師にとっては、仕事と家庭の両立が
難しく、男性医師に比べて昇任が遅れ、離職
する人が多く、Leaky pipeline となる(学術論
文 Ref. 1 & 13)ことを医科大学にて明らかと
した。 
 
【３】全国医学部・医科大学病院における女
性医師支援調査 
 研究成果は、論文（学術論文 Ref. 5）と
して,また、報告書として発信した
（http://www.jssoc.or.jp/other/ info/ 
info20140703. html ）。 
 
【４】医学会分科会の女性医師支援状況調査 
 研究成果は論文(Ref 30)として、また報告書
と し て (http://www.jssoc.or.jp/other/info/ 
info20120515.html)発信した。 



 
【５】学会認定修練施設支援カタログ 
  愛知県では県の医師会が中心となって支
援策を一覧表にしてまとめている。自分にあ
った支援策を活用するためには都合が良い。 
 
 参考論文は本研究を進めて行く上で重要
であった心臓血管外科、手術器具の人間工学
的分析および人工臓器（ペースメーカ－、人
工血管、人工臭覚）からの論文である。 
  
 本研究課題での研究はこれで終わりで無く、
まだ、調査し尽くしていない部分はたくさん
あるため、さらに研究を進めて行きたい。 
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